
納
さ
れ
た
十
数
万
本
の
火
焚

串
（
ひ
た
き
ぐ
し
）
を
、
神

職
が
祈
念
を
込
め
て
次
か
ら

次
へ
と
投
じ
る
と
、
火
焚
串

は
放
物
線
を
描
い
て
炎
に
吸

い
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
火
焚

串
に
は「
罪
障
消
滅
」「
万
福

招
来
」「
家
内
安
全
」
な
ど
の

（１）（毎月１回、１0日発行）（昭和56年２月３日第３種郵便物認可） The  Syukyo  Shimbun (The  Religion  News) 令和４年（2022年）１２月１０日　土曜日 第794号

一
、
精
神
革
命
の
旗
手

一
、
宗
教
連
合
の
具
現

一
、
地
上
天
国
の
建
設
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２
０
１
９
年
に
発
生
し
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
は
３

年
を
超
え
、
各
国
の
対
策
に
よ
り
世

界
規
模
で
は
ほ
ぼ
落
ち
着
き
つ
つ
あ

る
。
世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
、

将
来
、
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が

発
生
し
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
、

コ
ロ
ナ
禍
で
得
ら
れ
た
教
訓
を
も
と

に
、
ワ
ク
チ
ン
を
途
上
国
に
行
き
渡

ら
せ
る
仕
組
み
や
、
感
染
症
拡
大
を

防
ぐ
た
め
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
権
限
強
化
に

つ
い
て
、
条
約
策
定
に
向
け
た
協
議

を
始
め
る
と
い
う
。

一
方
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
戦
争
で
露
呈
し
た
の
は
、
責
任
あ

る
常
任
理
事
国
が
国
連
憲
章
を
破
る

と
い
う
国
連
の
構
造
的
問
題
で
、
国

連
改
革
も
早
急
に
議
論
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の

政
治
哲
学
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

今
、
私
た
ち
が
直
面
し
て
い
る
こ

れ
ら
の
課
題
の
基
本
に
あ
る
の
は
、

人
と
自
然
、
そ
し
て
人
と
人
と
の
付

き
合
い
方
の
見
直
し
で
あ
る
。

宗
教
で
あ
る
仏
教
が
根
付
き
、
神
仏

習
合
・
神
仏
補
完
の
日
本
的
宗
教
が

生
ま
れ
た
。
古
代
イ
ン
ド
の
人
た
ち

が
求
め
た
「
梵
我
一
如
」
の
日
本
的

展
開
と
も
言
え
よ
う
。
庶
民
に
浸
透

す
る
過
程
で
仏
教
諸
宗
派
が
生
ま
れ

た
が
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を

通
し
仏
の
心
に
至
る
教
え
で
あ
る
。

神
仏
の
心
に
少
し
で
も
近
づ
く
こ
と

で
、
利
他
行
が
自
然
に
、
感
謝
を
伴

っ
て
行
え
る
よ
う
に
な
る
。

自
然
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
の

が
人
類
で
あ
る
以
上
、
そ
う
し
た
心

性
は
世
界
に
共
通
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
パ
ウ
ロ
は
「
神
の
、
目
に
見
え

な
い
性
質
、
す
な
わ
ち
神
の
永
遠
の

力
と
神
性
は
、
世
界
が
創
造
さ
れ
た

と
き
か
ら
被
造
物
を
通
し
て
知
ら

れ
、
は
っ
き
り
と
認
め
ら
れ
る
…
」

（
ロ
ー
マ
人
へ
の
手
紙
１
・
20
）
と
、

ギ
リ
シ
ャ
で
発
達
し
た
理
性
で
は
な

く
、
幾
多
の
歴
史
物
語
を
通
し
て
語

り
伝
え
、
培
わ
れ
て
き
た
信
仰
に
よ

っ
て
自
然
を
賛
美
し
た
。
そ
れ
は
、

近
代
の
終
焉

ア
ジ
ア
太
平
洋
放
送
連
合
（
Ａ
Ｂ

Ｕ
）
が
優
れ
た
作
品
を
表
彰
す
る

「
Ａ
Ｂ
Ｕ
賞
」
の
テ
レ
ビ
部
門
で
、

新
潟
県
中
越
地
方
の
棚
田
で
自
然
の

厳
し
さ
や
美
し
さ
を
と
ら
え
た
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
新
・
映
像
詩
　
里

山
　
新
潟
の
棚
田
　
豪
雪
と
生
き

る
」
が
選
ば
れ
た
。
人
と
自
然
と
の

好
ま
し
い
付
き
合
い
か
ら
生
ま
れ
た

の
が
里
山
で
あ
る
。

再
放
送
さ
れ
た
同
作
品
を
見
て
、

自
然
と
共
に
生
き
る
中
か
ら
形
成
さ

れ
て
き
た
人
々
の
暮
ら
し
と
文
化
、

そ
し
て
毎
朝
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
各

戸
の
玄
関
先
ま
で
雪
か
き
を
し
て
い

る
高
齢
者
の
「
地
域
が
塊
の
よ
う
に

な
っ
て
生
き
て
い
る
」
と
の
言
葉
が

印
象
的
だ
っ
た
。
と
り
わ
け
地
方
に

暮
ら
す
人
た
ち
は
共
感
し
た
だ
ろ

う
。そ

う
し
た
風
土
に
民
俗
宗
教
で
あ

る
神
道
が
生
ま
れ
、
渡
来
し
た
普
遍

最
澄
や
空
海
が
唱
え
た
「
山
川
草
木

悉
有
仏
性
」
に
通
じ
る
。

現
代
を
近
代
の
終
焉
の
時
代
と
と

ら
え
る
と
、
今
は
近
代
の
始
ま
り
か

ら
学
び
な
お
す
時
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
一
つ
の
現
象
が
17
世
紀
の
哲
学

者
ス
ピ
ノ
ザ
に
関
す
る
著
作
の
相
次

ぐ
出
版
で
あ
る
。
そ
の
著
者
の
一
人

で
哲
学
者
の
國
分
功
一
郎
東
京
工
業

大
学
教
授
は
「
あ
り
え
た
か
も
し
れ

な
い
、
も
う
ひ
と
つ
の
近
代
」
と
ス

ピ
ノ
ザ
の
思
想
を
評
し
て
い
る
。

デ
カ
ル
ト
か
ら
約
30
年
遅
れ
て
生

ま
れ
た
ス
ピ
ノ
ザ
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
の

エ
リ
ー
ト
教
育
の
上
に
当
時
の
自
然

科
学
の
知
見
を
踏
ま
え
「
神
す
な
わ

ち
自
然
」
を
唱
え
「
汎
神
論
」
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。
デ
カ
ル
ト
が
神

と
我
を
対
峙
さ
せ
た
の
に
対
し
て
、

ス
ピ
ノ
ザ
は
神
の
中
に
あ
る
我
か
ら

思
想
を
展
開
し
た
。
そ
の
思
想
的
系

譜
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
司
祭
で
あ
り

な
が
ら
北
京
原
人
の
発
見
に
も
加
わ

っ
た
古
生
物
学
者
で
、
後
に
キ
リ
ス

ト
教
と
矛
盾
し
な
い
進
化
論
を
唱
え

た
テ
イ
ヤ
ー
ル
・
ド
・
シ
ャ
ル
ダ
ン

に
つ
な
が
り
、
彼
の
説
は
最
新
の

「
超
進
化
論
」
と
驚
く
ほ
ど
符
合
し

て
い
る
。

近
代
国
家
の
始
ま
り
と
な
っ
た
国

家
理
性
の
考
え
方
が
16
世
紀
に
現
れ

た
背
景
を
、
政
治
学
者
の
大
竹
弘
二

南
山
大
学
准
教
授
は
「
近
代
初
期
の

著
作
家
を
悩
ま
せ
て
い
た
の
は
、
宗

教
が
神
学
が
規
範
と
し
て
の
拘
束
力

を
も
た
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
い

か
に
し
て
安
定
し
た
統
治
と
支
配
を

実
現
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
」
と
説
明
す
る
。
そ
こ
か
ら
現
在

を
考
え
る
と
、
国
際
社
会
の
安
定
し

た
統
治
を
可
能
に
す
る
政
治
哲
学

が
、
今
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言

え
よ
う
。

そ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
宗
教
・
文
化

史
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
科
学
的
な
成

果
も
収
め
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
か
つ
エ
リ
ー
ト
層
だ
け
の
思

想
で
は
な
く
、
広
く
大
衆
が
受
け
入

れ
ら
れ
る
も
の
。
別
の
言
い
方
を
す

れ
ば
、
そ
の
レ
ベ
ル
ま
で
人
々
が
発

展
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
視
野
に

入
っ
て
き
て
い
る
。
そ
う
考
え
る

と
、
人
類
は
ま
だ
そ
の
可
能
性
の
一

部
し
か
花
開
か
せ
て
い
な
い
の
か
も

し
れ
な
い
。人

に
寄
り
添
う

歴
史
を
俯
瞰
す
る
と
、
宗
教
は
幾

多
の
試
練
を
経
な
が
ら
時
代
と
社
会

に
対
応
し
て
変
化
し
、
発
展
し
て
き

た
。
宗
教
を
め
ぐ
る
今
の
日
本
の
状

況
も
、
そ
の
一
つ
と
考
え
れ
ば
理
解

で
き
よ
う
。
問
題
は
、
ど
の
方
向
に

変
わ
っ
て
い
く
か
で
あ
る
。

多
様
な
人
た
ち
が
共
に
暮
ら
す
以

上
、
自
律
と
相
互
理
解
・
協
力
が
求

め
ら
れ
る
の
は
当
然
で
、
権
威
的
に

で
は
な
く
「
人
に
寄
り
添
う
」
教
え

と
実
践
も
不
可
欠
で
あ
る
。

さ
ら
に
人
々
が
本
心
か
ら
の
喜
び

を
感
じ
る
の
は
自
身
の
成
長
を
実
感

す
る
と
き
で
、
そ
の
手
立
て
を
宗
教

が
編
み
出
し
て
き
た
歴
史
を
、
今
に

生
か
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ

れ
、
コ
ロ
ナ
禍
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争

の
終
結
を
祈
り
た
い
。

人
と
自
然
に
ど
う
向
き
合
う
か

火
焚
祭
は
、
２
月
の
初
午

（
は
つ
う
ま
）
大
祭
で
稲
の

成
長
を
願
い
、
春
か
ら
夏
に

か
け
て
地
に
芽
吹
き
と
生
育

を
与
え
、
秋
の
実
り
を
も
た

ら
し
て
く
れ
た
稲
荷
大
神
の

御
神
徳
に
感
謝
す
る
神
事
で

あ
る
。
火
焚
祭
は
、
本
殿
で

行
う
「
本
殿
祭
」
と
、
鳥
居

が
重
な
る
千
本
鳥
居
の
手
前

の
祭
場
で
行
う「
火
焚
神
事
」

と
か
ら
な
る
。

本
殿
祭
で
の
神
事
の
後
、

祭
場
に
集
ま
っ
た
大
勢
の
参

列
者
が
見
守
る
中
、
神
職
が

大
松
明
で
火
床
に
火
を
点
じ

（
た
な
か
の
お
お
か
み
）、
四

大
神
（
し
の
お
お
か
み
）
の

五
柱
の
神
を
一
宇
相
殿
（
一

つ
の
社
殿
に
合
祀
す
る
形
）

に
祀
る
。

古
代
、
稲
荷
山
を
神
が
ま

し
ま
す
「
神
奈
備
山
」
と
し

て
崇
拝
し
た
こ
と
に
始
ま

り
、
農
耕
の
神
と
し
て
祀
ら

れ
、
後
に
殖
産
興
業
の
性
格

が
加
わ
り
庶
民
か
ら
広
く
信

仰
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
辺
り

は
渡
来
系
の
秦
氏
の
有
力
な

根
拠
地
の
一
つ
で
も
あ
る
。

平
安
時
代
、
２
月
の
初
午
の

日
に
稲
荷
山
へ
お
詣
り
す
る

習
慣
が
盛
ん
と
な
り
、
清
少

納
言
も
稲
荷
詣
の
体
験
を

『
枕
草
子
』
に
記
し
て
い
る
。

東
寺
（
教
王
護
国
寺
）
の
造

社

説

営
に
は
鎮
守
神
と
な
っ
て
真

言
密
教
と
結
び
付
き
、
天
慶

開
会
に
あ
た
り
、
イ
ス
ラ

エ
ル
国
名
誉
領
事
で
同
研
究

所
の
三
宗
司
郎
所
長
は
「
私

た
ち
の
研
究
所
は
、
阪
神
・

５
年
（
９
４
２
）
に
正
一
位

の
極
位
を
得
た
。
東
寺
と
の

関
係
は
今
も
続
い
て
い
る
。

明
治
の
神
仏
分
離
令
に
よ

っ
て
境
内
の
仏
堂
は
廃
さ
れ

た
が
、
一
方
、
七
つ
の
神
蹟

地
が
定
め
ら
れ
て
親
塚
が
立

て
ら
れ
、
そ
の
周
り
に
個
人

の
信
仰
に
よ
り
表
現
さ
れ
た

魔
の
Ｊ
Ｒ
中
央
線

自
殺
霊
の
撮
影
で
判
明
し
た
こ
と
─

十
年
の
歳
月
を
か
け
、つ
い
に
自
殺
者
の
霊
の
撮
影
に
成
功
。

霊
能
者
が
書
い
た
自
殺
防
止
の
書
。
死
ん
で
も
痛
み
は
残
る
も
の
、

自
殺
者
の
言
い
分
〝
こ
ん
な
筈
で
は
〞
自
殺
を
し
た
状
態
で
霊
は
さ
ま
よ
う
、

硫
化
水
素
自
殺
、
政
治
家
と
自
殺
、
自
殺
の
多
い
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
謎
を
解
く
！
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日
本
よ
、蘇
れ

日
本
神
話
の
知
恵

出雲井晶著

ゆ
が
ん
だ
歴
史
観
、
家
庭
の
崩
壊
、
教
育
の
危
機
…
。
い
ま
日
本

は
大
き
な
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。こ
の
現
状
を
打
破
す
る
カ
ギ

は
、
実
は
「
日
本
神
話
＝
古
事
記
・
神
代
」
に
あ
る
の
で
す
。
日

本
神
話
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
、愛
と
生
命
と
知
恵
に
立
ち
返
っ
て
こ

そ
、日
本
の
未
来
は
拓
け
ま
す
。あ
な
た
も
著
者
と
い
っ
し
ょ
に
、

「
神
話
の
教
え
」
を
ひ
も
と
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

批評社
〒113-0033 東京都文京区本郷1-28-36

鳳明ビル102A
TEL03-3813-6344  Fax03-3813-8990

（
定
価
：
本
体
２
０
０
０
円
＋
税
）

日
本
国
始
め
 饒
速
日
大
神
の
東
遷

大
野
七
三
著

『
先
代
旧
事
本
紀
』の
神
髄
を
極
め
た
著
者
が
語
る
。

足
で
調
べ
た
大
和
建
国
の
謎
。

須
佐
之
男
尊
の
出
雲
国
創
建
後
、
饒
速
日
尊
が
32
従
者
と
25
軍
団
を
従
え
、

九
州
か
ら
大
和
に
東
遷
し
て
纏
向
の
地
に
大
和
国
を
建
国
。
そ
の
時
、
饒
速

日
尊
が
配
下
を
募
り
配
置
し
た
今
も
残
る
そ
の
出
自
と
足
跡
を
立
証
す
る
。

２
０
２
２
年
度
の
「
世
界

平
和
　
祈
り
の
幕
開
け
」
が
、

神
戸
市
で
開
催
さ
れ
た
。
イ

ス
ラ
エ
ル
特
命
全
権
大
使
ギ

ラ
ッ
ド
・
コ
ー
ヘ
ン
氏
を
は

じ
め
ル
ワ
ン
ダ
、
ボ
ツ
ワ

ナ
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
イ
タ
リ

ア
な
ど
の
大
使
や
総
領
事
、

多
く
の
宗
教
人
や
文
化
人
ら

約
３
０
０
人
が
参
加
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
神

戸
平
和
研
究
所
（
杣
浩
二
理

事
長
）
が
主
催
す
る
も
の
で
、

今
年
で
６
回
目
と
な
る
。

株式会社 如月出版 販売部
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四
六
判
２
９
６
頁
（
本
体
１
５
０
０
円
＋
税
）

私
の
生
命

い

の

ち

の
復
活上橋

泉
著

人
生
の
苦
し
み
に
積
極
的
な
意
味
は
あ
る
の
か
？

『
21
世
紀
に
生
き
る
日
本
人
の
た
め
の
浄
土
思
想
』
の
出
版
を
記
念
し
て
、平
成
26
年
３

月
か
ら
28
年
11
月
ま
で
の
５
回
に
わ
た
る
講
演
を
ま
と
め
た
著
者
渾
身
の
生
命
の
書
。

日
本
人
の
宗
教
性（
霊
性
）は
回
復
す
る
か
？

新刊！

る
と
、
炎
は
勢
い
よ
く
燃
え

上
が
っ
た
。
火
床
は
、
一
辺

が
約
３
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約

１
メ
ー
ト
ル
で
、
深
緑
の
ヒ

バ
の
葉
で
覆
わ
れ
て
い
る
。

大
祓
詞
が「（
の
こ
る
罪
は

あ
ら
じ
と
）
〜
佐
久
那
太
理

（
さ
く
な
だ
り
）
に
落
ち
多

岐
（
た
ぎ
）
つ
　
速
川
の
瀬

に
坐（
ま
）
す
瀬
織
津
姫（
せ

お
り
つ
ひ
め
）
と
い
う
神

大
海
原
に
持
ち
出
で
な
む

〜
」
と
奉
唱
さ
れ
る
中
、
舟

橋
宮
司
が
燃
え
さ
か
る
火
床

に
榊
葉
と
塩
と
水
を
投
じ

た
。
そ
し
て
、
全
国
か
ら
奉

願
い
が
書
き
込
ま
れ
て
い

る
。
５
メ
ー
ト
ル
に
も
上
が

る
炎
は
人
々
の
顔
を
火
照
ら

せ
、
神
楽
女
に
よ
る
神
楽
が

奏
さ
れ
た
。

参
列
者
は
約
２
時
間
続
く

お
火
焚
き
の
神
事
に
見
入
っ

て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
か
ら
来

た
50
歳
の
男
性
は
「
素
晴
ら

し
い
神
事
だ
。
こ
の
後
、
千

本
鳥
居
を
巡
り
、
夜
は
御
神

楽
を
見
る
予
定
で
す
」
と
話

し
た
。

伏
見
稲
荷
大
社
は
式
内
社

（
名
神
大
社
）
で
、
現
在
は

単
立
神
社
。
全
体
が
神
域
の

稲
荷
山
の
麓
に
本
殿
が
あ

り
、
全
国
に
約
３
万
社
あ
る

稲
荷
神
社
の
総
本
宮
で
、
初

詣
に
は
近
畿
の
社
寺
で
屈
指

の
参
拝
者
が
集
ま
る
。

主
祭
神
は
宇
迦
之
御
魂
大

神
（
う
か
の
み
た
ま
の
お
お

か
み
）、
佐
田
彦
大
神（
さ
た

ひ
こ
の
お
お
か
み
）、
大
宮

能
売
大
神
（
お
お
み
や
の
め

の
お
お
か
み
）、
田
中
大
神

アートヴィレッジ
受注センター
〒657-0846神戸市灘区岩屋北町3-3-18・4F
TEL078（882）9305   FAX078（801）0006　

日
本
宗
教
の
闇

拉
致
監
禁
に
よ
る
強
制
棄
教
と
の
戦
い

室
生
忠
著
四
六
判
・
５
２
０
頁

定
価
：
本
体
２
、０
０
０
円
＋
税

信
教
の
自
由
が
保
障
さ
れ
た
今
の
日
本
で
、
強
制
棄
教
を
目
的
に
拉
致
監
禁
が
行

わ
れ
て
い
る
。
職
業
的
強
制
改
宗
屋
が
家
族
を
巻
き
込
み
、
信
者
を
拉
致
し
、
部

屋
に
監
禁
し
て
、
脅
迫
的
説
得
に
よ
り
棄
教
を
迫
る
。
特
に
世
界
平
和
統
一
家
庭

連
合
（
統
一
教
会
）
や
エ
ホ
バ
の
証
人
の
信
者
に
被
害
者
が
多
く
、
中
に
は
12
年

以
上
の
監
禁
さ
れ
た
人
も
い
る
。
驚
く
べ
き
宗
教
迫
害
の
リ
ポ
ー
ト
。

神
名
を
刻
ん
だ
塚
が
奉
納
さ

れ
「
お
塚
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
同
大
社
は
特
に
商
い
の

成
功
（
結
願
）
を
祈
る
商
人

の
信
仰
を
集
め
、
お
塚
の
数

は
１
万
を
越
え
、
結
願
の
お

礼
に
朱
色
の
鳥
居
を
奉
納
す

る
習
慣
が
広
ま
り
千
本
鳥
居

と
な
っ
て
い
る
。

弘
法
大
師
聖
句
集
成

本
書
は
大
師
の
言
葉
が
読
者
の
心
に
直
接
届
く
よ
う

工
夫
さ
れ
、
掲
示
伝
道
や
寺
報
の
種
子
に
最
適
。

〒113-0033 東京都文京区本郷5-28-5
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山喜房佛書林
福
田
亮
成
編
　
Ｂ
六
判
　
二
九
〇
頁
　
本
体
五
、八
〇
〇
円

補
陀
洛
信
仰
の
研
究

チ
ベ
ッ
ト
・
ア
ジ
ア
各
地
の
補
陀
洛
信
仰
と

そ
の
伝
播
ル
ー
ト
等
の
集
大
成

神
野
富
一
著
　
Ａ
五
判
　
五
八
〇
頁
　
本
体
一
六
、〇
〇
〇
円

「
神
の
前
で
、
そ

し
て
生
き
て
い
る

者
と
死
ん
だ
者
と

を
裁
か
れ
る
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
の
前

で
、
そ
の
出
現
と
御
国
と
を
思
い
、
私

は
厳
か
に
命
じ
ま
す
。
御
言
葉
を
宣
べ

伝
え
な
さ
い
。
時
が
良
く
て
も
悪
く
て

も
、
そ
れ
を
続
け
な
さ
い
。
忍
耐
と
教

え
を
尽
く
し
て
、
と
が
め
、
戒
め
、
勧

め
な
さ
い
。
誰
も
健
全
な
教
え
を
聞
こ

う
と
し
な
い
時
が
来
ま
す
。
そ
の
時
、

人
々
は
耳
触
り
の
よ
い
話
を
聞
こ
う

と
、
好
き
勝
手
に
教
師
た
ち
を
寄
せ
集

め
、
真
理
か
ら
耳
を
背
け
、
作
り
話
へ

と
そ
れ
て
行
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
あ
な
た
は
、
何
事
に
も
身
を
慎

み
、
苦
し
み
に
耐
え
、
福
音
宣
教
者
の

働
き
を
な
し
、
自
分
の
務
め
を
全
う
し

な
さ
い
。」（
テ
モ
テ
へ
の
第
二
の
手
紙

４
：
１
│
５
）

迫
害
す
る
者
か
ら
一
転
、
キ
リ
ス
ト

の
証
人
と
な
っ
た
パ
ウ
ロ
は
、
艱
難
辛

苦
を
乗
り
越
え
、
新
た
に
悟
っ
た
教
え

を
ロ
ー
マ
帝
国
に
広
げ
て
い
っ
た
。
晩

年
、
囚
人
と
し
て
引
か
れ
て
行
っ
て

も
、
信
仰
は
揺
る
が
ず
、
死
が
迫
る
な

か
、
弟
子
へ
の
遺
言
は
、
信
仰
者
と
し

て
ま
っ
す
ぐ
に
生
き
よ
以
外
に
は
な
か

っ
た
。
行
い
に
裏
打
ち
さ
れ
た
彼
の
こ

と
ば
は
、
何
代
に
も
わ
た
り
人
々
の
人

生
の
指
針
と
な
っ
て
い
く
。
　
   （
Ｉ
）

が
日
本
で
は
な
い
か
と
い
う

内
容
だ
と
説
明
し
た
。

エ
ジ
プ
ト
や
ペ
ル
シ
ャ
な

ど
の
古
代
文
明
は
、
す
で
に

遺
跡
と
な
っ
て
い
る
が
、
日

本
は
伊
勢
神
宮
な
ど
の
神
社

儀
式
、
文
化
や
日
常
習
慣
の

中
に
今
な
お
古
代
か
ら
の
宗

教
精
神
が
生
き
て
い
る
稀
有

な
国
だ
と
強
調
、「
聖
書
に
予

言
さ
れ
て
い
る
『
神
の
栄
光

を
表
す
国
』（
イ
ザ
ヤ
書
）
が

日
本
で
あ
る
な
ら
ば
、
私
た

ち
が
世
界
平
和
の
た
め
の
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
」
と
締
め
く
く

っ
た
。

こ
れ
ら
の
研
究
成
果
は
、

来
年
と
再
来
年
に
イ
ス
ラ
エ

ル
の
ヘ
ブ
ラ
イ
大
学
に
招
か

れ
発
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
。

杣
理
事
長
の
講
演
後
、
伊

弉
諾
神
宮
の
本
名
孝
至
宮
司

の
乾
杯
の
音
頭
で
会
食
が
始

ま
り
、
イ
タ
リ
ア
人
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ニ
ス
ト
の
マ
ウ
ロ
・
イ

ウ
ラ
ー
ト
氏
に
よ
る
演
奏
が

会
場
を
彩
る
中
、
宗
教
や
国

の
違
い
を
超
え
て
多
く
の
参

加
者
が
和
や
か
に
歓
談
し
た
。

「
１
」
が
４
つ
並
ぶ
こ
の

日
、
来
年
も
11
月
11
日
の
午

前
11
時
に
第
７
回
「
世
界
平

和
　
祈
り
の
幕
開
け
」
が
開

催
さ
れ
る
予
定
だ
。

淡
路
大
震
災
を
契
機
に
、
民

族
・
宗
教
・
文
化
の
差
異
で

は
な
く
共
通
点
を
見
出
す
こ

と
に
よ
り
世
界
平
和
を
実
現

す
る
た
め
、
神
戸
か
ら
声
を

上
げ
よ
う
と
２
０
１
０
年
に

出
発
し
た
。
小
さ
な
会
が
多

く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
こ

の
よ
う
に
発
展
し
た
こ
と
に

感
謝
す
る
」
と
挨
拶
。

続
い
て
、
仏
教
、
神
道
、

イ
ス
ラ
ム
教
、
キ
リ
ス
ト

教
、
天
理
教
、
大
本
な
ど
の

代
表
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形

式
で
祈
り
を
捧
げ
、
踊
り
や

演
奏
な
ど
を
奉
納
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
戦
火
の
中
に
あ
る

人
々
な
ど
を
思
い
参
加
者
全

員
で
世
界
平
和
を
願
っ
た
。

記
念
講
演
で
は
、
杣
浩
二

理
事
長
が
英
語
版
の
『
世
界

に
は
二
つ
の
シ
オ
ン
と
エ
ル

サ
レ
ム
が
あ
る
』
の
出
版
を

京都市伏見区

イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
、宗
教
者
ら

人
が
参
加

記
念
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
研

究
成
果
の
一
端
を
披
露
し

た
。
そ
の
中
で
、
日
本
の
神

輿
と
旧
約
聖
書
に
登
場
す
る

契
約
の
箱
が
酷
似
し
て
い
る

こ
と
、
神
輿
を
担
ぐ
際
の

「
エ
ッ
サ
」
や
相
撲
の「
ハ
ッ

ケ
・
ヨ
イ
」
な
ど
、
日
本
語

で
は
意
味
不
明
の
言
葉
が
ヘ

ブ
ル
語
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

「
持
ち
上
げ
る
」「
投
げ
ろ
・

や
っ
つ
け
ろ
」
の
意
味
に
な

る
な
ど
、
日
本
と
古
代
イ
ス

ラ
エ
ル
の
共
通
点
に
気
づ
い

た
と
こ
ろ
か
ら
研
究
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
と
語
っ
た
。

そ
の
後
も
エ
ジ
プ
ト
、
メ

ソ
ポ
タ
ミ
ア
、
イ
ス
ラ
エ

ル
、
中
国
、
韓
国
、
日
本
の

遺
跡
や
遺
物
に
刻
ま
れ
た
図

像
に
共
通
す
る
事
実
を
発
見

し
、
世
界
の
文
明
の
ル
ー
ツ

が
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
確

信
、
そ
れ
ら
を
『
世
界
の
文

化
は
聖
書
か
ら
〜
我
々
は
一

つ
の
家
族
』
な
ど
の
著
書
に

ま
と
め
て
き
た
。
そ
の
結
論

的
研
究
成
果
が
今
回
の
出
版

で
あ
り
、
聖
書
に
記
さ
れ
て

い
る
シ
オ
ン
と
エ
ル
サ
レ
ム

全
国
の
稲
荷
神
社
の
総
本
宮
で
あ
る
京
都
市
伏
見
区

の
伏
見
稲
荷
大
社
（
舟
橋
雅
美
宮
司
）
で
11
月
８
日
、
五

穀
豊
穣
を
感
謝
す
る
火
焚（
ひ
た
き
）
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

本
殿
で
は
舟
橋
宮
司
が
、
祝
詞
を
奏
上
し
、
今
年
刈
り

入
れ
ら
れ
た
稲
穂
が
焚
き
上
げ
ら
れ
て
、
神
に
収
穫
を

感
謝
す
る
神
事
が
行
わ
れ
た
。
続
い
て
祭
場
で
は
、
大

勢
の
参
拝
者
が
見
守
る
中
、
３
基
の
火
床
に
お
火
焚
の

炎
が
勢
い
よ
く
燃
え
上
が
り
、
人
々
は
罪
穢
れ
の
消
滅

や
福
運
の
招
来
を
祈
っ
た
。

火
床
に
塩
を
投
じ
る
舟
橋
雅
美
宮
司
＝
11
月
８
日
、
伏
見
稲
荷
大
社

神
戸
で
第
６
回
「
世
界
平
和
祈
り
の
幕
開
け
」

本
紙
定
期
購
読
の
お
申
し
込
み
は

■
ご
希
望
購
読
期
間
　
■
氏
名
　
■
郵
便
番
号
　
■
住
所
　

■
連
絡
先
電
話
番
号
　
■
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
お
持
ち
の

場
合
）
を
明
記
の
上
、
宗
教
新
聞
社
宛
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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※
購
読
料
　
年
間
６
０
０
０
円（
税
、
郵
送
料
を
含
む
）

伏見稲荷大社で火焚祭

全
国
か
ら
十
数
万
本
の
火
焚
串

地
元
の
文
化

財
保
護
協
会
の

一
日
研
修
で
兵

庫
県
淡
路
市
黒

谷
に
あ
る
弥
生

時
代
の
五
斗
長

垣
内
遺
跡
（
ご
っ
さ
か
い

と
い
せ
き
）
を
訪
ね
た
。

弥
生
時
代
後
期
に
お
け
る

日
本
列
島
最
大
規
模
の
鉄

器
生
産
集
落
で
、
淡
路
島

の
西
側
海
岸
線
か
ら
３
キ

ロ
の
丘
陵
地
に
あ
る
▼
鉄

器
生
産
工
房
と
し
て
使
わ

れ
た
竪
穴
建
物
23
軒
か
ら

成
り
、
う
ち
12
軒
か
ら
鉄

を
加
工
し
た
鍛
冶
炉
跡
が

確
認
さ
れ
、
鏃
、
鉄
片
、

切
断
さ
れ
た
鉄
細
片
、
朝

鮮
か
ら
輸
入
し
た
鉄
の
素

材
の
鉄
鋌
な
ど
75
点
が
出

土
し
て
い
る
。
石
槌
や
鉄

床
石
、
砥
石
な
ど
、
鉄
を

加
工
す
る
石
製
工
具
も
出

土
し
、
こ
れ
ま
で
発
見
さ

れ
た
弥
生
時
代
の
鉄
器
生

産
遺
跡
で
は
最
大
規
模
。

住
居
で
は
な
く
、
鉄
器
製

作
に
特
化
し
た
特
異
な
遺

跡
で
あ
る
▼
五
斗
長
（
ご

っ
さ
）
は
遺
跡
を
囲
む
集

落
の
名
前
で
、
棚
田
ば
か

り
で
貧
し
く
「
石
高
が
五

斗
あ
れ
ば
そ
の
地
の
長
に

な
れ
る
」
と
い
う
の
が
地

名
の
由
来
だ
と
い
う
。
淡

路
島
は
田
ん
ぼ
面
積
当
た

り
の
た
め
池
の
数
で
は
香

川
県
よ
り
多
く
、
米
作
り

に
苦
労
し
て
き
た
。
伊
弉

諾
神
宮
の
境
内
に
あ
る
住

吉
神
社
は
、
こ
こ
で
は
稲

作
の
神
▼
弥
生
時
代
後
期

の
鉄
器
は
古
代
国
家
形
成

の
カ
ギ
の
一
つ
で
、
２
世

紀
後
半
に
「
倭
国
大
乱
」

が
起
き
た
。
そ
の
時
期
に

１
０
０
年
間
活
動
し
、
突

如
、
消
え
た
の
が
五
斗
長

垣
内
遺
跡
（
１
世
紀
後
半

〜
３
世
紀
前
半
）。
武
器

か
ら
農
具
ま
で
鉄
器
の
需

要
が
絶
え
る
こ
と
は
な
い

の
で
、
適
地
を
求
め
て
工

房
を
移
し
た
の
で
あ
ろ
う

▼
古
代
は
舟
運
の
時
代
で

淡
路
島
は
そ
の
拠
点
。
丘

の
上
か
ら
海
を
眺
め
る

と
、
製
鉄
技
術
を
持
つ
海

人
（
あ
ま
）
た
ち
が
、
海

を
見
渡
し
な
が
ら
倭
国
の

将
来
も
見
通
し
、
畿
内
へ

と
移
動
し
て
行
っ
た
光
景

が
見
え
て
き
た
。

第6回「世界平和  祈りの幕開け」。壇上に並ぶ各宗教の
代表者、外交官ら＝11月11日、神戸ポートピアホテル

稲荷山の参道に立つ
千本鳥居

杣浩二理事長

ギラッド・コーヘン大使 300

五
穀
豊
穣
の
感
謝
捧
げ
る


